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【2021年度】 
 

この度、キャリアセンターでは卒業後 4 年を迎える本学卒業生に対して離職

調査を行いました。アンケートでは就業状況および在学中に受けた教育内容や

サービス等について良かった点や現在の仕事に活かされているか等も併せて調

査し、62 名の卒業生から回答を得ました。調査結果をまとめましたので、以下

の通りご報告いたします。 

 

 

結果概要：卒業後 3年以内の離職・転職率 35.8％ 
（参考：厚生労働省令和 2年度 新規学卒者の離職状況調査 3年以内の離職率 31.2％） 

 

有効回答数：62件（回答率 38.3％） 

 
 

 

調査目的：本学では、学生一人ひとりと丁寧に向き合い、きめ細やかな「キャリ 

ア支援」を行い、就職を希望する学生全員がミスマッチのない満足の 

いく就職ができるよう支援をしています。その実現のため、キャリア 

センターでは、毎年卒業後 4年目を迎える卒業生の皆様の「卒業後の 

就職状況」を調査し、その貴重なアンケート結果を参考に、在学生の 

キャリア教育及びキャリア支援等の改善に役立てていくため卒業生 

アンケート（離職調査）を実施しています。 

 

調査対象: 2018年 3月卒業生 162名（卒業後 4年目の卒業生） 

対象学科 経営学部 経営学科／保健医療学部 理学療法学科・看護学科 

 

依頼方法：卒業時の住所へ郵送にて案内 

回答方法：依頼文より QRコードを読み取り、Googleアンケートにて回答 
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大学　卒業生アンケート集計結果（2021年度）

【対象】 経営学科 2018年(平成30年)3月卒業生
理学療法学科 2018年(平成30年)3月卒業生
看護学科 2018年(平成30年)3月卒業生

【調査期間】 2021年12月中旬～2022年1月31日(火)・Googleフォーム回答

人数/学科 経営 理学 看護 計
対象者数（発送数） 28 44 90 162

*未達返送（宛先不明） 5 3 9 17

回答数計 7 21 34 62

回答率（返送/発送数） 25.0% 47.7% 37.8% 38.3%
（アンケート返送以外の離職報告） 1 0 4 5

Ｑ１．卒業後、離職または転職をされましたか。 ※アンケート返送以外の離職情報を含む

人数/学科 経営 理学 看護 計
はい 6 5 13 24

（うち離職2回以上） 1 1 1 3
いいえ 2 16 25 43

離職率（離職・転職判明数/回答数） 75.0% 23.8% 34.2% 35.8%
※回答数にはアンケート返送以外の離職報告者も含む

Ｑ２．離職または転職された理由を教えて下さい。（*複数回答可）

質問/学科 経営 理学 看護 計
1 仕事が自分に合わなかった 0 0 1 1
2 人間関係がよくなかった 2 0 6 8
3 労働時間・休日等の労働条件がよくなかった 2 0 1 3
4 能力・資格を生かせなかった 0 2 0 2
5 勤務先の将来が不安だった 0 1 0 1
6 給与等収入が少なかった 0 3 0 3
7 結婚・出産・育児・介護のため 1 0 1 2
8 契約期間満了 0 0 0 0
9 勤務先都合 0 0 0 0
10 心身不調 0 0 4 4
11 その他 2 1 3 6

*11その他の内容

【看護】 【理学】

・進学のため ・元々転職する予定だった

・事業展開の人員として声が掛かった為

・パワハラ
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Q03_在学中に受けた教育内容やサービス等について

良かった点や現在の仕事に活かされている点を記入下さい。

【看護学科】

・実習(2) ・実習での手厚い教育 ・シーツ交換や採血の実技が役に立った

・実習中の看護過程における病態アセスメントについての学び

・履歴書チェック、面接練習 ・ゼミの教授との関わり

・看護観についての授業 ・演習は活かせていると思う

・看護倫理はものすごく今でもためになっている

・看護技術や国試勉強などいまでも役に立つことはたくさんあります。

・看護師として働いている卒業生の話を聞く機会があって、現在の仕事に活かすことができている。

・緩和医療について。終末期であり緩和＝死というイメージが患者に根付いていると感じる。

慢性期の授業でがんと診断されたときから緩和医療も共に行うと学び、

そのことを患者に伝え死ではないことをわかってもらえるように勤めている。

もっと緩和医療を普及できるよう知識として入れておくべきだと感じた。

Q04_自分の専門分野で在学中に磨いておいた方がよかったことを、ご記入下さい。

【看護学科】

・解剖学(7) ・解剖学の基礎知識(2) ・基礎の勉強

・アセスメント能力(2) ・アセスメントの材料のための解剖学

・多重課題、優先順位の考え方 ・同時多発的なことが起こった場合の優先順位の選定

・詳しい疾患ごとの病態生理 ・語学力

・周手術期について　ストマ管理　ドレン管理など ・薬の知識

・救急分野の学習が不足 ・急性期看護 ・ルート確保

・看護記録の書き方 ・新生児の看護

Q05_その他、在学中に実施して欲しかった教育内容・教授方法等について

意見等があればご記入下さい。

【看護学科】

・NICU、ICUの実習(2)(実習先を選びたい(1)) ・ルート確保の実技

・基礎的看護技術をよりたくさんして欲しかった ・地域活動への参加

・救急の現場の実習 ・語学に関する授業

・もっと現場に特化したこと

・美容クリニックも視野に、メリットデメリットありますが、就職先を検討できたらよかったと思いました。


